
　

そ
れ
は
、
25
戸
・
１
０
３
人
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
安
芸

国
沼
田
郡
段
原
村
（
現
在
の
広
島
県
広
島

市
）
出
身
の
和
田
郁
次
郎
で
す
。

　

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
１
３
０
年
、
広
島
県
人
の
手
に
よ
っ
て
北
広
島
市
の

基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
先
人
た
ち
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
困
難
、
そ
し
て
喜
び
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

入
植
か
ら
１
３
０
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
い
ま
一
度
開
拓
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
時
の
流
れ
を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

一
村
創
建
を

志
し
た
郁
次
郎

は
、
団
体
移
住

に
先
立
ち
、
適

地
を
探
す
た
め

何
度
か
北
海
道

を
訪
れ
ま
す
。
明
治
16
年
、
札
幌
郡
月
寒

村
の
う
ち
、
輪
厚
川
下
流
の
両
岸
（
現
在

の
北
広
島
市
中
央
・
共
栄
・
中
の
沢
・
朝

日
・
稲
穂
・
東
共
栄
）
に
移
住
地
を
定
め

和田郁次郎

ま
し
た
。
団
体
移
住
者
を
迎
え
る
た
め
、

後
か
ら
合
流
し
た
５
人
と
共
に
10
戸
余
り

の
小
屋
を
建
て
、
札
幌
本
道
（
現
在
の
国

道
36
号
）
へ
の
道
・
２
里
余
り（
約
８
㎞
）

を
切
り
開
き
ま
す
。

　

明
治
17
年
、
最
初
の
集
落
が
、
現
在
の

道
道
江
別
恵
庭
線
と
輪
厚
川
が
交
差
す
る

所
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
田

畑
16
町
歩
（
約
16
 

ha
）
を
開
墾
。
郁
次
郎

は
率
先
し
て
励
み
、
団
体
移
住
者
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
年
は
天
候
不
順
の
た
め

凶
作
で
し
た
。
移
住
し
た
こ
と
を
嘆
き
、

後
悔
す
る
声
も
出
て
き
ま
す
。
郁
次
郎
は 広島市

北広島市

１
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大谷惠一さん（北進町）

　

団
体
移
住
か
ら
10
年
後
、
大
曲
・
島
松

方
面
と
合
わ
せ
て
、広
島
村
と
し
て
独
立
。

規
模
は
広
島
開
墾
地
５
０
０
戸
、
大
曲
・

島
松
方
面
１
３
０
戸
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

和
田
郁
次
郎
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て

村
名
を
「
和
田
村
」
と
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
郁
次
郎
は
固
辞
し
、
郷
里

広
島
の
人
々
と
開
拓
し
た
こ
と
か
ら
、
広

島
村
と
す
る
よ
う
申
し
出
た
そ
う
で
す
。

1和田郁次郎邸（明治20年代）現在の道道江別恵
庭線・北広島交番の横付近　2村の中心部（大正
５年）道道江別恵庭線・光顕寺付近から撮影　3
村の中心部（昭和30年代）写真中央を斜めに通っ
ているのが道道江別恵庭線　4道道江別恵庭線（昭
和40年前後）広島神社付近から撮影　5村のにぎ
わい（明治末期）広島神社付近から撮影　6道道
江別恵庭線（平成26年）北広島交番付近

皆
を
励
ま
し
、
副
業
を
始
め
ま
し
た
。
炭

俵
を
編
ん
で
売
っ
た
り
、
野
幌
や
輪
厚
に

あ
る
国
有
林
の
ト
ド
松
材
の
払
い
下
げ
を

受
け
て
角
材
を
作
っ
た
り
、
寝
食
を
忘
れ

て
働
き
ま
す
。
何
と
か
冬
場
を
し
の
ぎ
、

団
体
分
散
を
免
れ
た
そ
う
で
す
。

　

翌
年
は
気
候
が
良
く
、
収
穫
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。
郁
次
郎
は
収
穫
し
た
稲
を
郷

里
に
送
り
、
移
住
を
促
し
ま
す
。
し
か
し

広
島
県
で
は
、
北
海
道
の
別
の
地
域
へ
の

移
住
者
が
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
懐
疑
的
で
し
た
。
新
た
な
移
住
者
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
他
府
県
か
ら

の
移
住
者
も
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
19
年
に
福
井
県
人
５
戸
・
21
人
、

翌
年
は
札
幌
付
近
の
小
作
農
や
岩
手
県
人

な
ど
20
戸
・
70
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
ご
ろ
に
は
、
一
帯
が
広
島
開

墾
地
と
公
に
呼
ば

れ
る
よ
う
に
。
そ

の
後
も
移
住
者
は

増
え
続
け
ま
す
。

道
路
や
橋
が
整
備

さ
れ
、
神
社
・
寺

院
な
ど
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
の
体

裁
が
整
い
、
一
村

独
立
の
機
運
が
高

ま
り
ま
す
。

２

３

４

５

６

　広島県から移住した大谷盛蔵から数
えて、私は５代目。盛蔵の娘が和田郁
次郎に嫁いでいて、盛蔵も一家で移住
しました。私の父・義明が10歳の時に
郁次郎は亡くなったと聞いています。
　父は、自分の代で先人たちの記録を
まとめなければ、開拓の歴史が失われ
てしまうと考えていました。当時を知
る人から聞き取るなどして、19冊の本

を執筆・編集。私も父がま
とめた物を読んで、当時の
ことを知りました。先人の
言葉を残していくこと
は大切ですね。
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大
正
15
年
、
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
の

苗
穂
・
沼
の
端
間（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
）

が
開
通
、
北
広
島
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。　

　

広
島
村
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
な
ど
の

輸
送
手
段
が
、
馬
か
ら
鉄
道
へ
と
転
換
し

ま
す
。

　

札
幌
市
の
発
展
に
伴
い
、
広
島
村
も
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
43
年
に
広
島
町

が
誕
生
し
、
同
年
、
８
０
０
０
戸
規
模
の

道
営
団
地
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

道
営
団
地
や
札
幌
市
に
隣
接
す
る
西
の

里
・
大
曲
地
区
の
発
展
で
、
人
口
が
大
き

く
増
加
し
ま
す
。
昭
和
45
年
の
国
勢
調
査

で
は
９
７
４
６
人
だ
っ
た
の
が
、
50
年
に

市外に残る

広島開墾用水と呼ばれた用水路の
完成記念碑

国道276号、尻別川に架
かる広島橋。広島県人が
旧大滝村（現在の伊達市）
へ入植し、架けたのが始
まりとされている

和田郁次郎が移住者を募
り開墾。郷里広島の厳島
神社の分神を祭り、心の
よりどころとしていた

　

昭
和
28
年
に
は
、
国
道
36
号
札
幌
・
千

歳
間
の
舗
装
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

着
工
か
ら
１
年
で
「
弾
丸
の
よ
う
に
す

ば
や
く
完
成
し
た
」
こ
と
か
ら
弾
丸
道
路

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
「
弾
丸
を
運
ぶ
軍

用
道
路
」
「
弾
丸
の
よ
う
に
早
く
走
れ
る

道
路
」と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

昭和49年 当初の駅舎

平成26年

４
５

１

昭和30年代
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広
島
県
人
の
入
植
か
ら
１
３
０
年
後
、

市
は
新
し
い
施
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
市
内
で
初
め
て
住
宅
を
購
入
す
る
方

を
助
成
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支

援
や
、お
た
め
し
移
住
な
ど
の
事
業
で
す
。

　

着
実
に
成
長
し
て
き
た
北
広
島
で
も
、

人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

今
後
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り

　

平
成
４
年
、
市
制
の
指
標
と
な
る
人
口

５
万
人
に
達
し
ま
す
。
市
制
施
行
へ
向
け

て
市
名
を
公
募
。北
広
島
市
や
南
札
幌
市
、

　先人が開拓に入った道をたどってみ
ませんか。
日時　11月９日㈰　午前９時～正午
集合場所　中央会館（市役所隣）
内容　大曲・中の沢・開拓記念公園を
バスと徒歩で散策
定員　先着20人
＊資料代が50 0円掛かります。
＊歩きやすい服装で来てください。
申込み　11月６日までにエコミュージ
アムセンター知新の駅（☎373-0188）

期間　平成27年３月31日㈫まで
内容　北広島の歴史をパネルでたどる
会場・問合せ　エコミュージアムセン
ター知新の駅（☎373-0188）

きたひろ130年記念事業　特別展

は
２
万
２
２
６
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
人

口
増
加
率
が
１
２
８
・
４
％
を
記
録
し
、

全
国
２
位
、全
道
１
位
と
な
っ
た
程
で
す
。

　

平
成
元
年
に
は
、
は
ま
な
す
国
体
の
空

手
道
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
空
手
道
の
競
技
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
内
の
中
学

校
の
授
業
で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ー
ク
市
な
ど
の
案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
市
制
準
備
町
民
会
議
で
、
１
位
で
提

言
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
北
広
島
市
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

組
み
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
先
人

の
大
志
を
引
き

継
ぎ
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
北
広
島

を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
た
め
に
。

きたひろ130年記念事業のイラスト

２３

６
７

８

1島松沢付近の国道36号（昭和32年）
昭和61年にバイパスが完成すると、
旧道に　2村民体育大会（昭和36年）
村を挙げて大盛り上がり　3大曲出
張所開所（昭和51年）当時は、現在
の大曲交番付近に　4田植え（昭和
33年）中の沢の水田で　5米飯給食
（昭和54年）小学校の給食風景　6
西の里地区夏まつり（昭和62年）延
べ1,300人が参加　7家畜品評会（昭
和36年）多数出品され、盛大に　8
ひろしま100年記念事業（昭和59年）
さまざまな催しを開催

きたひろ130年記念事業

■問合せ　情報推進課（☎ 372-3311 内線 742）■問合せ　情報推進課（☎ 372-3311 内線 742）
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